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1873 年（明治 6）日本人による民間新聞「海外新聞」が横浜で創刊されま

した。横浜は発行者であるジョセフ・ヒコ(1837-1897)（左）の功績を称えていま

す。日本新聞博物館では「日本の近代化、ここ（横浜）に始まる」とミナト

横浜を紹介しています。「ジョセフ彦記念会」が会誌 50 号発行を前にして、 

研修会を 2023 年６月に開催しました。その秋、ジョセフ彦関連史跡調査で渡米予定の稲垣滋子

氏のお供をすることにしていた私も研修会に参加し、ジョセフ彦の足跡を辿りました。 

 

研修は JR 東神奈川駅からスタートして、最初に「高札場」（神奈川警

察署西側・復元）を見学しました。これが当時のメデイアでしょう。切

支丹禁制を示す高札は 1874 年(明治 7)に廃止、2 年後に完全に撤去され

ましたが、ジョセフ彦は、その 15 年前の 1859 年(安政６)に、アメリカ

領事館通訳のアメリカ市民として神奈川に上陸したのでした。 

アメリカ人宣教師ヘボンやブラウンが住んだ成仏寺、宗興寺を見学しました。ヘボンは宗興

寺で施療院を開き、治療にあたりました。近所の井戸水を飲用、洗眼に活用したそうです。 

東海道の神奈川宿は湊もあり、賑わって

いたそうです。現在の青木橋あたりの旧東

海道の北西側の丘に、アメリカ領事館とし

て接収されていた本覚寺がありますが、南

西側は東京湾に面し、帷子川が流れ込み、

その対岸は横浜という寒村で、砂州が発達  

した入海があり、新田開発が進んでいました。江戸幕府は領事館はやむなく東海道の神奈川宿に

置いたものの、安全を考えると神奈川湊を開港させることは出来ませんでした。日米修好通商条

約調印により、開港を迫られていた幕府は、急遽、横浜村を「出島」的に考え、埋め立て、1859

年に開港し、ジョセフ彦たちが上陸したのです。青木橋周辺から眺めるとそこが海だったとは信

じられないほどでした。その後、「出島」にあったジョセフ彦の住居跡を見学しました。 

 父の赴任に伴い、私は生後 10 ヶ月で横浜に住み始めましたので、横浜を第二の故郷のように

感じていましたが、歴史には無知でした。それを知った稲垣さんが横浜開港 130 周年記念映画

「開港風雲録 YOUNG JAPAN」を貸して下さいました。アメリカ大統領官邸に立つジョセフ彦

（役・中井貴一）の姿から映画が始まりました。攘夷派と開国派の武士の凄まじい対立のなか、港の

工事に従事した横浜村の住民、各地から集まった労働者たちの青春群像を生き生きと描いてい

ます。忠義、孝行一辺倒だった日本人が新しい考え方、生き方を模索し、苦闘していきます。 

 

 先日私は所要のため、横浜駅に出かけ、思い立って、

みなとみらい地区を通って、大桟橋まで歩いてみまし

た。10 万トン以上もの船が入港する大桟橋の片隅に、

1867 年に作られた東波止場が、形状から象の鼻と呼

ばれ、今は防波堤になってくっついています。そこか

ら税関、県警、ランドマークタワーなど眺めました。 
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